
素養xスキル可視化のご提案



素養検定とスキルテストの
ご紹介
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素養・知識・スキルと、実務実行力の関係

ベース能力

知識を実践応用

素養

スキル

知識

学習によって習得

人としてのベース能力
（話す・聴く・読む・書く、考える）

職に必要な方法論
（仕組み、方法、整理）

実践力
（把握する、選択する）

経験
(カン)

検定

診断

要求への合否

実現度の把握
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素養／スキルを可視化することによる効果

効果的な教育１

人材抜擢２

新技術転換３

炎上防止４

採用力強化５

スキルをみて、部署別、レイヤ別教育計画立案

素養をもった人材を発掘抜擢し、やらせてみる

素養をみて、新技術領域へ配置転換を実施

営業力、PM力を測定し、炎上人材を事前検知

素養を入社前に測定し、入社後ギャップ防止



No 検定試験 種別
時
間

合格
率

主な指標

1 テスト技術者検定ー実行素養編 素養 60 6 正確性、スピード、タイピング、伝達能力、テスト適正

2 テスト技術者検定ー設計素養編 素養 60 20 仕様把握力、パターン構築力、組合せ数算出力、整理力、条件検出力、機能
分解力

3 PM検定–素養編 素養 60 20 コミュニケーション素養、タスク設定・管理素養、リスク管理素養

4 データエンジニア素養検定 素養 60 20 Excel、データ分析力、コミュニケーション

5 Excelスキル検定【初級】 スキル 30 40

6 Excelスキル検定【中級】 スキル 30 20 操作力、作表力、数式計算力、ピボット計算力、グラフ表現力

7 Excelスキル検定【上級】 スキル 30 20 自動化力、データ分析力

8 プレゼンテーションスキル検定【中級】 スキル 30 40 要約力、表現方法選択力、操作能力、完成力、発表力

9 プレゼンテーションスキル検定【上級】 スキル 30 20 ストーリー力、レビュー力

10 営業スキル診断 スキル 30 70 ストーリー力、ブースト力、リサーチ力、マネジメント力、姿勢、コミュニケーション(反
応)、知識、計算力

11 品質基礎スキル診断
（日本語版/英語版)

スキル 60 40 品質基礎、テスト設計、インスペクション、不具合分析、テスト計画、非機能テス
ト

12 ＰＭ検定ー知識編 知識 40 70 PMBOKのフレームに沿って、ソフトウェアテストを推進するPMに必要な知識を問う

13 ＰＭ検定ー実践スキル編【初級】 スキル 40 70 ソフトウェアテストの進捗状況に応じた基本的な対応力を問う

14 ＰＭ検定ー実践スキル編【中級】 スキル 90 30 ソフトウェアテストの進捗状況に応じた対応力、ステークホルダーとの調整力を問う

15 SAP/アジャイル/ロジカルシンキング スキル ー ー （制作中 2022年リリース）

4

素養／スキル テスト一覧
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【テスト技術者検定】 1.実行素養編/2.設計素養編

テスト技術者検定には、「実行素養編」と「設計素養編」の2種類があります。
テストを行うためのベース能力を備えているかどうかを確認します。
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【テスト技術者検定】 実行素養編レポート例

• CAT検定の評価軸は、正確性、スピード、タイピング、伝達能力、テスト適正の5つ
の評価ポイントで個別に評価を行っております。

• さらに、SHIFT社独自の評価基準に基き、各評価ポイントに重み付けを行い総合評
価を判定しております。

• SHIFT社では、4.0点以上(5.0点満点)を人材採用の必須要件としており、別途
行う面接評価と合わせて採用を最終決定しております。

• 11年間の運用により、既に約53,000名以上の方が受検済みで、弊社の採用合格
率は実績 6.0%です。

• 採用後、実務評価をCAT検定にフィードバックして、常に総合評価と採用基準の最
適化を行っております。



【10.営業スキル診断】結果レポートサンプル

【結果一覧レポートサンプル】
受験者の営業タイプ、強み／弱みを一覧で可視化します。
部署や職位など、ご希望の属性別の傾向を把握できます。

【個人レポート】
受験者個人のスキルを可視化します。

【テスト概要】
営業に必要な実践力を測定し、
一人一人の営業能力を可視化（強み弱みの可視化）
・ストーリー力
・ブースト力
・リサーチ力
・マネジメント力（商談マネジメント力）



【10.営業スキル診断】問題の一部 ※受験対象者に極秘

ストーリー力（ビジネス組立）

ストーリー力（段取り力）

ブースト力（きっかけの演出）

マネジメント力（スケジューリング）

ストーリー力（シナリオ構成力）

リサーチ力（仮説構築力）



【11.品質基礎スキル診断】～概略～

【テスト概要】品質基礎スキルを、
次の6つのカテゴリに分けてそれぞれを選択テストで測定
1.品質スキル
2.テスト設計スキル
3.レビュースキル
4.不具合分析スキル
5.テスト計画スキル
6.非機能テストスキル

【組織・階層などの切り口で分析】
組織・階層などに対応して、各知識スキルカテゴリの平均得点を
比較。分類別の特性を見て、教育方針を検討ことができます。

【得点分布で分析】
個人別の平均点分布を見ると、高得点者がい
る一方で35～50点の範囲に集中していて、こ
の層の底上げや、上位層のさらなるスキルアップ
を検討する材料となります。
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カテゴリを選択して強化することが可能

【11.品質基礎スキル診断】カテゴリ強化戦略
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基本のき
ソフトウェアテスト入門

テスト計画
テスト管理

インスペクション実践

非機能テスト入門

不具合分析実践

理想のCXを
実現する性能テスト

UI/UX
セキュリティ入門

テストプロセス改善

上流工程からの
品質作りこみ

ソフトウェアテストの
プロジェクトマネジメント

テスト戦略

上級講座

基礎講座

強化！

テスト設計（機能テスト）

テスト設計
（シナリオテスト）



11

【11.品質基礎スキル診断】問題一部 ※受験対象者に極秘

テスト基礎

テスト設計

レビュー

不具合分析

テスト計画

非機能テスト
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各種レポートから気づきを得ることが可能

【11.品質基礎スキル診断】レポートサンプル

弱い部署の炙り出し
レビューの知識が不足している

自社のやり方への固執。
上位過ぎて基礎教育対象外

対象層の発見
上位層が下位層より低い

組織

階層

個人



12.ＰＭ検定ー知識編 ～概要～

PMスキルを7つのカテゴリに分けて、各々選択テストで測定
1. 基本知識と立上げ時のポイント
2. 計画策定（目的とスコープ）
3. 計画策定（スケジュール）
4. 計画策定（資源／コスト／品質）
5. 計画策定（リスク／その他管理手順）
6. 実行監視
7. 計画変更／終結時のポイント

【組織別・階層別】
各知識カテゴリの平均得点を比較。
合格ラインを80点に設定しています。

【個人得点】
個人別の平均点分布です。
あと一息で合格という者も散見され、教育を検
討する材料となります。
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12.ＰＭ検定ー知識編 問題サンプル ※受験対象者に極秘

基本知識と立上げ時のポイント

計画策定スキル（目的とスコープ）

計画策定スキル（スケジュール）

計画策定スキル（資源／コスト／品質）

計画策定スキル（リスクとその他管理手順）

実行監視スキル

計画変更／終結時のポイント
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12.ＰＭ検定ー知識編 レポートサンプル

組織として
強み・弱み
あぶりだせる

個人ごとにアセスメント
スケジュール・実行監視

組織

個人



13.ＰＭ検定ー実践スキル編【初級】 ～結果レポートサンプル～

各問題の正解率（評価別）分布です。
全体の弱みや、評価ごとの強み・弱みがわかります。

個人別の平均点分布です。
高得点者が多数いる一方で60点以下の得点者も散見さ
れ、ばらつきがあることが分かります。

【結果返却レポート】
受験者個人のスキルを可視化します。
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13.ＰＭ検定ー実践スキル編【初級】問題一部 ※受験対象者に極秘

17

計画立案力

問題3 タイトル 進捗遅れ時の再スケジュールに関する問題（2／13）

テスト設計フェーズに入って4日目が終わりました。

当初計画と現状を比べると、以下の表で示す通り、当初計画から遅れています。

現状をもとに再度スケジュールを引き直すと、テスト設計の終了見込みは何日目になるでしょうか？

稼働日のみを考慮し、半角数字(整数)のみで解答してください。

例）5日目に終了見込み　→　5　　※半角数字 5 のみを解答欄に記入する

問題2 タイトル 計画時の工数見積もりに関する問題（1／13）

テスト実行スケジュールを立てるにあたり、テスト実施と再テストにかかる時間を算出します。

以下の条件に従うと、再テスト実施にかかる時間は何時間になるでしょうか？

空欄【 A 】に当てはまる数値を解答してください。

※解答欄には半角数字(整数)のみで解答してください。

例）1時間　→　1　※半角数字の 1 のみを解答欄に記入する

＜条件＞

・テストケース数：3,000

・テスト実施の生産性（ケース数／人時）：30

・障害発生率：テストケース数に対して、10%

・再テスト実施は発生した障害に対して、1回とする

問題7 タイトル タスクとスケジュールに関する問題（6／13）

あなたはテスト実行フェーズのスケジュールを作成するにあたって、どのようなことに注意すべきでしょうか。

注意すべきことを選択肢からすべて選んでください。

<選択肢>

a テスト設計スケジュールでは、レビュー工数を見積り、修正や再レビューも考慮してスケジュールに含める。

b テスト対象の機能数や画面数から、過去の類似プロジェクトを参考にざっくりと見積もればよい。

c テスト実行スケジュールでは、作業の数や粒度は成果物やケース数といった計測可能なレベルまで分解する。

d 障害起票や問合せ対応は発生頻度が不明のため、スケジュール作成時に考慮しない。

e スケジュールは、各作業の先行／後続関係を定義した上で、クリティカルパスや必達のマイルストーンを考慮して設定する。

問題9 タイトル 障害チケットの管理に関する問題（8／13）

あなたは、前任者(PM)の体調不良により、テスト実行フェーズに入ってからこの案件を引き継ぐことになりました。

現在、テスト実行フェーズに入って1日が経ちました。

テスト実行者にヒアリングしたところ、障害のチケットには重要度を記載する欄があり、弊社が設定することになっていま

すが、判断基準が個人の判断に任されているようです。

対応すべき内容として適切なものを1つ選択してください。

<選択肢>

a 障害の重要度を判断する立場ではないので、全ての障害は重要度を中にしてチケットを上げて、次のテストを進め

b テストを進められない障害が発生した場合は、進捗が遅れないように、開発ベンダーに知らせる。

c 重要度が高いと思われる障害が発生した場合は、チケットを上げずに、顧客担当者に連絡する。

d 障害の重要度を判断する基準と重要度に応じた報告のルールを顧客と開発ベンダーと取り決める。

問題13 タイトル スケジュール遅延時の対応に関する問題（12／13）

テスト実行フェーズに入って全体の3割の日程が経過しました。

進捗は悪く、当初予定から大きく遅延しています。

遅延の原因究明と対策検討のため、メンバー個別にヒアリングを進めましたが、これといった原因が分かりません。

その後も遅延は回復するどころかひどくなっています。

顧客からも遅延の指摘を受けており、遅延回復策を報告しなければなりません。

PMとして、あなたはどういう対応を取りますか？ 選択肢の中から妥当なものを選択してください。

<選択肢>

a 作業が遅延しているメンバーに、頑張ってキャッチアップするようにはっぱを掛ける。

b テスト実行者を増員するため、アサイン依頼をかける。

c 遅れているメンバーの作業を引き取って自分が頑張る。

d いったん、メンバーの作業を止めて遅延の原因と対策案を話し合う。

問題の察知・解決力

プロジェクト完遂力

チームマネージメント力

あなたは、あるプロジェクトのテスト工程を担当するPMを務めています。

6/12朝の定例会議で、進捗をはじめとした状況の確認を行う予定です。

この会議には顧客とあなたの上長も参加しています。

下の図はテスト実行中の1週間分の予実を抜粋したものです。

6/10終了時点、テスト実行のケース数はおおむね計画どおりと考えていますが、不具合検出数が予定を上回ってい

ました。

6/10終了時点の進捗を確認したとき、あなたはどのような行動を起こしますか。

選択肢から適切な行動を1つ選択してください。

図



14.ＰＭ検定ー実践スキル編【中級】～結果レポートサンプル～

各問題の正解率（評価別）分布です。
全体の弱みや、評価ごとの強み・弱みがわかります。

問題解決時のアプローチのタイプ割合です。
貴社PMの問題解決における傾向がわかります。

【結果返却レポート】
受験者個人のスキルを可視化します。
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14.ＰＭ検定ー実践スキル編【中級】問題一部 ※受験対象者に極秘

19

計画立案力

プロジェクト完遂力

問題の察知・解決力

チームマネージメント力

調整能力

状況
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PM検定横通し評価

12. PM検定-知識編、13. PM検定-実践スキル編【初級】、14. PM検定-実践スキル編【中級】
これらを合わせて受講することで、横通し評価をし、PMのタイプをより明確にすることができます。



■個人レポート
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レポート種別をご指定しながら、

個人レポートも提供可能です

例）スキルテスト 各種テスト ～詳細～

*分類別レポート：部署別、レイヤー別、職務キャリア別でレポートを作成

個人レポートでは、
レーダーチャーで、各種平均と個人スキルを比較し、
足りない箇所の考察をふまえ、
おススメの教育プランをレポートします。

※レポート 参考イメージ

※個人レポートの作成にはお時間を有します。
※自動化ツールのレポートのため、日本語の表現を
※随時ブラッシュアップ中です。

3,000円/名

費用

5,000円/名

分類別レポート* 個人レポート



各種サンプルとよくある質問

22
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よくあるご質問とその回答（１／２）

質問 回答

1. 試験の形式（時間、
方法）を教えてくだ
さい

方法：Web試験
環境：MS Forms (SHIFTが準備)
時間：各検定別に定めた制限時間がある

※MS Formsでは、テストの実績時間は測定できますが、制限時間でで
テストを自動終了させる機能がありません。受験者自身がアラーム設定をし
て、時間計測していただきます。 このため、受験者には、試験前に以下３点
を伝え受験してもらいます。
・自分でアラームを準備し、制限時間を厳守すること。
・MS Formsで試験時間は測定されるため、明らかに時間を超過している
場合は試験は無効となること。

公平性を期すために時間を厳守させる場合、試験監督者をたて、時間計測す
る方法もあります。受験者にWeb会議(ZOOM／Teams)に入ってもらい、一
斉受験させて、試験監督者が時間計測することで実現は可能です。

2. 偏差値は社内だけ
が対象でしょうか？
それとも過去のテス
トを受験した人が対
象になりますか？

今回受講者の偏差値、これまでのテスト受けた同一会社の方全体からの偏差
値、それぞれ報告可能です。
他社を含む全体の平均点については、配布しませんが、口頭で説明します。
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よくあるご質問とその回答（２／２）

質問 回答

3. 他社と比較するこ
とはできますか？

テスト実施済の会社様平均（カテゴリ別限定公開）との比較は可能です。
（データとしては提供しません）

4. レポートのサンプ
ル提供いただけない
でしょうか

こちらの提案書に添付しております。
こちらは、RPAによるレポートになります。日本語の表現を随時ブラッシュ
アップ中です。

5. 素養とスキルの違
いを教えてください

素養検定は、入社後の業務適応力につながる力を確認するための検定で、未
経験者でも受検が可能なようになっています。
一方、知識・スキルの検定は、実践するための知識レベルの確認と、それを

適切に使える実行力を問う内容となります。

6.発注から受験まで
何日位必要でしょう
か？

回答：1営業日
準備期間として1日ほどいただきます。 スムーズに受験するにため、準備段
階で、弊社準備するWeb受験が環境的に可能か、テスト監督者を置くのか、
各自受験させるかなど運用ルールを決めておく必要はあります。

7.受験からレポート
（部署別、レイヤー
別）作成まで何日位
必要でしょうか？

回答：2～7営業日
受験者数に比例して、営業日数がかかります。またレポート作成担当は講師
が兼任しておりその時の講師の担当講座の状況によります。
レポート内容を貴社向けにカスタマイズする場合、追加の時間を頂戴するこ
とになります。標準レポートで200名の場合、3営業日後の報告が可能です。



ご提案
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素養検定/スキルテストの流れ

現在のスキルを可視化し、効果的な研修を受講後
再テストにより効果測定が可能になります。

ゴール設定
準備

スキル検定
テスト実施

スキル検定
可視化

教育実施

スキルテストでスクリーニングを行い、
部門、レイヤー、キャリアに応じた教育プランをレポート致します。
レポートは2種類、品質面での短所と、長所を明確にいたします。

チケットを購入いただき、各人の短所のカテゴリ講座を受講いただきます。
チケットにて、各自お好きな時間に公開講座の受講が可能です、
チケットは、企業研修にもご利用いただけます。

スキルテストからの導線（公開講座受講または企業研修）を設計し
各人のスキル底上げを計画します。効果測定の指標、目標値を設定
することで、より具体的に計画立案が可能です。

スキルテストを実施していただき、現状のスキルを把握いたします。

スキル検定
再テスト実施

スキルテストを再実施していただき、研修後のスキルを把握します。

研修
効果測定

研修前と研修後のデータを比較し効果を測定します。
各人、部門別、全体の伸び率を確認します。
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貴社社員限定の公開講座

ご指定の場所もしくはオンラインで社内教育を開催

ご提案概要

入門 概論 非機能
設計

×２※
計画 戦略

不具合
分析

インスペ
クション

PM ◎ 〇 〇 〇 〇

PL ◎ 〇 〇 〇 〇

若手 ◎ 〇 〇 〇

■レイヤー別の講座組み合わせ例

※2講座（機能テスト、シナリオテスト）の講座
※◎は平準化のため、推奨講座です。

導入メリット・想定効果

●品質知識の平準化

●テストの作業標準の制定

●チケット制にすることにより

キャリアプランに沿った形式で講座を受講

※年間の開催スケジュールを予め決める
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講座一覧①

クラス 講座 講座内容 受講料 オンライン

ベ
ー
シ
ッ
ク

①ソフトウェアテスト、基本の「き」 ゲーム感覚で楽しんで学ぶ品質・テストの基礎 46,200円 ○

②ソフトウェアテスト入門 「テストに関する知識」「品質に関する知識」を習得 46,200円 ○

③テスト自動化入門 テストオートメーションの基礎 46,200円 ー

④非機能テスト入門 注目度急上昇のテスト領域 46,200円 ○

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

⑤テスト設計（機能テスト） 効率的に漏れのないテスト設計手法を習得 46,200円 ○

⑥テスト設計（シナリオテスト） 業務フロー等を基に網羅的なテスト設計を習得 46,200円 ○

⑦テスト演習（機能テスト） 仮想プロジェクトで腕試し！スキルレポート付 46,200円 ○

⑧仕様書インスペクション 上流品質を高め手戻りを防ぐドキュメントレビュー技法 46,200円 ○

⑨テスト自動化実践 「Selenide」を用いた実践的なWebテストのハンズオン 46,200円 ー

⑩ DevOpsテスト入門 継続的デリバリーを実現するテストのアプローチ 46,200円 ○

⑪コンポーネントテスト【Java編】★NEW JUnitを利用した自動テスト 46,200円 ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑫テスト計画 成功する為のテスト計画・見積もりの極意 46,200円 ○

⑬テスト管理 テスト実行時の管理方法・変更多発のテスト管理にお悩みの方必見 46,200円 ○

⑭不具合分析 障害報告や不具合データの分析と対策、今後の改善に活かす方法 46,200円 ○

⑮テストプロセス改善 評価・改善案策定を一日で習得！「TPI NEXT」を習得 55,000円 ○

⑯テスト戦略 テスト計画に繋がる具体的な戦略立案の肝 55,000円 ○
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講座一覧②

クラス 講座 講座内容 受講料 オンライン

ベ
ー
シ
ッ
ク

⑰ VBA 入門編 VBAの基礎、VBA演習プログラム経験ゼロの方から丁寧におしえます。 46,200円 ー

⑱ VBAによるOffice連携RPAプログラミング VBAによるOffice連携を学びます。
（OutlookVBAの基礎、WordVBAの基礎、AccessVBAの基礎等作成中の要点など） 49,500円 ー

⑲ VBAによるWeb操作RPAプログラミング VBAによるWeb操作を学びます。（HTMLの基礎、Javascript概要作成中の要点など） 49,500円 ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

⑳性能テスト入門 負荷テストツールApache JMeterを利用した演習を行います。 46,200円 ー

㉑ TDDテスト駆動開発 テスト駆動開発（TDD）の体験とともに、よりよいテストの書き方、よりよいリファクタリングの進
め方をお伝えします。 46,200円 ー

㉒作るUX・測るUX実践講座 測るUXに加え、作るUXの基本をワークショップで学べるセミナーです。UXのプロから利用者視点活
用の実践的な基礎を伝授します。 46,200円 ○

㉓セキュリティテスト入門 情報セキュリティの運用、評価、テストに関する基礎知識を学びます。 46,200円 ー

㉔ RPA基礎応用（BizRobo） RPAの代表的な環境であるBizRobo!を使ってRPAの基礎を学びます。 46,200円 ー

㉕ RPA基礎応用（UiPath！） RPAの代表的な環境であるUiPathを使ってRPAの基礎を学びます。 46,200円 ー

㉖設計品質ワークショップ【基本設計編】★NEW
基本設計のあるべき姿を見つめなおし、設計品質向上につなげるヒントを、自らディスカッション
を通して探し出すことを目的とするワークショップです。 46,200円 ○

㉗設計品質ワークショップ【詳細設計編】★NEW
詳細設計のあるべき姿を見つめなおし、設計品質向上につなげるヒントを、自らディスカッション
を通して探し出すことを目的とするワークショップです。 46,200円 ○

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㉘できる技術者の提案テクニック
コンサルタントが使う課題解決の手法である「ロジカルシンキング」を応用した提案テクニックを
学びます。 46,200円 ○

㉙理想のCXを実現する CX手法の進め方、及び注意点を説明していくとともに、各種演習を通して知識と理解を深めます。 55,000円 ○

㉚アジャイルスクラム入門
アジャイル、スクラム開発の基礎を講義、事例、グループワークを織り交ぜながら習得し、疑似開
発プロジェクトでスクラムを実践します。 46,200円 ○

㉛ソフトウェアテストの
プロジェクト・マネジメント(2日間）

ソフトウェアテスト業務のプロジェクト・マネジメントをPMBOKのフレーム
（知識エリア／プロセス群）に沿って解説します。さらに、各種の演習を揃えており、
実践力に磨きをかけることができる講座となっています。

92,600円 ○

㉜テスト計画・管理【実技編】
テスト工程について、より効率的な計画を立て、より正確に管理するための実技を身につける講座
です。 46,200円 ○

㉝上流工程からの品質作りこみ プロジェクト遅延原因の大半を占める要件定義工程の品質向上策の講座です。 46,200円 ○

㉞金融システムに求められる安全対策基準★NEW 当局が金融機関に求めるFISC安全対策基準の内容を学びます。 69,300円 ○

12PDU取得可能



ご検討のほど
よろしくお願い致します


